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P
R
I
刀

R
C条
約
に
矧
h
H
J

を
か
け
れ
担
比
も
｝
こ
に
」
め
る
L

は
た
1
C
E
じ
条
約
の
凶
家
援
助
反
定
は
も
憲
法
判
例
に
主
つ

け
一
コ
れ
h

人
ド

f
ツ
の
欣
v
一
品
川
刷
夜
、
、
プ
り
わ
け
4
T
U
U判制ーリ叫

に
見
－
討
し
を
返
る
の
か
c

そ
れ
と
も
、
こ
の
鋭
よ
b
、
ト
イ
ソ
英
志
法
十
九
条
一
刻
、
、
品
川
川
人
住
条
約
一
日
一
条
項
、
欧
川
連
企
（
以
卜

i宵
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で
は
、
一

E
U
一
！
凶
明
記
）

の
基
本
r惟
憲
ゲ
一

条
二
市
引
が
保
障
す

や
一
山
や
、
公
共
汝
送
の
没
！
社
と
「
削
減
を
υ止
め
る
加
盟
正

の
徒
浪
γ
y

一
の
山
係
F
は
制
約
を
受
付
る
の
カ
に

vド
R
ー
の
忠
ハ
液
中

υ
て
を
拠
出
慨
に
：
ゾ
支
店
外
相
川
Hh
の
出
家
殺
防
塞
官
に
若
干
し

ド
J
y
の
受
信
料
が
凶
J
丈
vudpU
に
政
当
T

る
こ
I

Y

J

ど
認
め
た
う
え
で
、
そ
の
一
正
容
性
を
者
査
し
、
一
〈
U
F
）平

Jι
一
け
い

は

E
（
条
約
適
今
牲
を
汗
（
心
す
る
判
定
的
見
解
を
ポ
引
に
ん
J

こ
れ
に
がJ
1

〕
、
同
y

f

ハ月、

f
y政
府
は
工
会
員
会
ヘ
の
同
容
に
お
い
て
、

た
と
え
凶
家
援
助
L

該
当

J
jゆ
と
ぷ
、
も
、
王
当
化
可
能
ご
あ
る
と

I
張
〕

ふに一木山内以ムトム山川、

受
信
れ
ほ
同
家
綬
肋
に
談
中
」
せ
ず
、
ま
た
、

受
信
料

制
反
の

E
じ
条
約
庖
ム
円
性
を
め
ぐ
る
ろ
f
u
H
会
／
一
ド
イ
ソ
政
げ
の
論
与
は
、

日
（
ハ
）
ハ
A
1
凶
円
ノ
ー
に
の
肘

f
一
一
じ
ま
ド
仇
？
v一
み
と
い
な
い
か
、

今
一
栴
で
は
、
パ
三
日
判
什
の
国
家
援
助
該
当
性
や
め
く
る
ー
一
川

7
を
コ
心
仁
、
ザ
令
、
只
会
に
す
叫
ド
イ
ツ
バ
λ
h
u
v
判
刊
の
同
家
援
助
管
十
九
一
↓
の
動
向
キ
明

J
i
p
二
三
、
示
、
仁

1
1
v
？

勺

ipvjjず
し

ピ
イ
ツ
の
公
共
汝
送
と
九
又
信
料
制
度

ド
パ
ツ
の
放
川
区
制
攻
は

九
八
つ
も
f
代
半
ば
士
じ
公
共
I
M
札
、
内
仁
よ
る
独
占
体
制
で
あ
っ
た

h
仏
間
阿
波
送
し
し
の
枝
打
体
刻
、
と
な
っ
h
J

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

現
ム
社
、

公
共
放
市
一
の
一
r
l
ピ
市
牲
と
し
亡
は

－Uト
で
は
一

A
R
D

ド
／
J

リノ八九
v

八
汝
山
連
山
川
氏

f
A
l
コじ－

J

E

Z

 の
第

チ
ャ
ン
ネ
ル
、
市
持

f

以
下
で
は
一

z
bド
レ
略
記
〕

の
世
間
肘
チ
い
w

ン
～
不
ル
、

A
R
ね
を
構
成
し
一
L
い
る
川
放
送
協
会
が
地
域
ご
と
に

二
1
J

ソ
テ
レ
ピ

μMぱいにちし

γ
い
る
也
市
一
ヲ
ャ
ン
リ
ペ
ル
が
め

A
R
わ
は
、

原
町
川
と
し
て
い
介

tip－
に
政
！
げ
さ
れ
た
い
貯
放
送
協
会
の
連
骨
体
ご

）

｝

、

こ
に
う
ト
勺

L
R
ひ
か
形
以

L
て
ド
る
の
は
、
パ
イ
プ
ル
ン

II 
R 

ヘ
ッ
セ
ン

へ
H
R
1
中
部
h

イ
ア

M
D
H
）
、
花
山
市
川
、

，ち
7,, 

｝ワ
f
J
d
q

’
f

f

μ

l

p

p

J

（

D
A
D
M
一、

ベ
ル
り
ン
プ
ラ
～
J

J

F

J

ザ

λ
ヶ

R
B
B
）
、
サ
ー
ル
ラ
ユ
ト

－
S
R）
、
卜
夜

N
D
R
 W

R
1
岡
部
ド

f
y

の
九
つ
の
叶
故
山
一
店
協
会
で
あ
ヲ
ー
一
」
れ
ら
の
川
川
股
り
一
心
協
会
は
、

内
ド
イ

y

ア
レ
ピ
第
一
一
品

W
D
R
 

〆
P、

？レ

、
地
域
番
怖
刊
）

も
故
、
治

L
C
V
L
）
九
つ
の
川
川
政
V
4

公的一
i
公
の
λ
i
h
一
ラ
ジ
オ
・
ブ
ゾ
メ
ン
は
北
日
山
ド
イ
ツ
於
古
一
d

協
会
と
、
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ル
ラ
ン
ト
波
送
協
会
は
市
川
ド
ノ
ツ
放
江
協
会
と
十
パ
向
で
第
一
ヂ

t
f小
ル
を
ぬ
送
し
て
い
る
よ
め
、
合
川
内
、
七
神
戸
市
売
の
第
＝
チ
お
／

市
～

ネ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
が
地
十
二
け
は
f
地
域
こ
と
に
放
送
さ
れ
じ
い
る

主
だ
し
、
3

ア
l
ワ
ル
｝
ア
レ
ピ
や
街
日
放
戊
J

で
は
、
他
地
域
の
J

帯ム一

c、
斗＂＇

ヂ
ャ
〆
ネ
ル
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
机
鴨
川
能
と
令
、
J

て
い
る
）
f

み
一
チ
仰
、
J

ト
ル
を
放
送
し
て
い
る
Z
D
F
辻、

九
六
円
一
r一代

に
L
9

べ
て
の
州
の
問
で
柿
ぷ
さ
れ
た
州
悦
刀
協
ど
に

E
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
へ
＋
同
法
リ
厄
の
た
め
の
欣
治
協
会
℃
あ
る

o
o
h
止
め
一
ア

ν
ピ
ノ
悶
1

併
肌
ン
ー
ア
て
は
公
共
投
送
「
刀
優
ザ
い
を
め
て
お
り

A
R
D
の
ハ
弟
一
チ
ャ
ン
ス
I

N
と
Z
D
F
が
と
も

に

一

－

l

パ
ー
セ
ン
ト
、

L
R
D
の
第
二
ヂ
T

〆
ネ
ル
が
〈
H
計一
V

一
二
・
六
パ
i

セ
ン
ト
、
民
間
し
収
送
で
は
日
T
L
が
一

パ
ム
－
ン
ト
、

（
叩
》

3
2ハケハコ
J
L
h
r
L
L

・
（
ハ
）
パ
ヲ
ム
ン
て
あ
J

J

日
A
1
1
が

0
・
九
バ
セ
ン
ト
、
フ
口
・
ジ
ベ
ン

公
共
放
送
か
提
供
し
て
い
る
ア
レ
ピ
番
組
ν

二
、
は
、

上
況
の
設
新
の
ほ
か
、
了
伏
同
川
け
宵
4

刊
誌
組
の
キ
ン
ダ
？
カ
斗
、
ル

へ
7
5
2
H
T
2
2土
、
時
事
・
ド
司
ユ
メ
／
タ
ノ
l

h

卓
司
え
い
担
の
『
ノ
エ
一
3

ク
ス

♂で
T
Cム
I
H
Z
U
C

、
A
R
D
a
Z
D
F
、
九
1

ス
ト
1
ノア、

ス
イ
ス
の
一
わ
ハ
ム
六
枚
送
に
よ
hv
共
同
制
作
番
机
ド
一
ブ
イ
・
ザ

J
f
山

、
A
E
D
－
Z
O
F
－
－
ブ
一
ソ
ン
マ
へ
い
よ
る
共
同
制
作
の
ヨ
l

ロ
ソ
パ
文
化
香
炉
A
H
K
1
ι
が
あ
る
。
こ
の
池
、
地

i
波
の
デ
ジ
勿
ル
化
い
と
も
な
い
、

A
R
D
－

z
n
F
は、

そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
ア

、
ン
タ
ル
寺
内
歯
科
ヘ
］
同
同
吋
同
そ

H

J

『
白
河
封
、
】
吋
虫
、
『
H
J
1
h
f
円、、

N己主
d
F
v
ご
ロ
戸
、

N
3
2
3
z
r
s一、

N「
vp｝一
2
1
Tロロと）

日μ
送
を
は
じ
め
た
ι

連
邦
制
を
一
一
木
川
し
て
h
e

る
ド
ノ
リ
ノ
で
は
、
放
送
に
民
T

ゐ
佐
阪
は
い
刊
に
あ
る
放
送
以
取
の
某
本
方
引
は
、
通
れ
げ
を
構
成
ヲ
る
す
べ

て
の
州
の

F
羽
か
参
加
す
る
州
FL
沼
会
議
に
よ
っ
て
伏
定
さ
札
る

制
没
円
井
氏
涼
別
は
い
刊
点
、
店
州
際
協
定
に
よ
J

て
定
め
り
札
て

v

る
公
共
放
送
小
山
、
一
T
h
f
L
財
源
ー
と
を
ゐ
長
信
料
制
吃
も
、

ぞ
の
回
収
拠
／
し
て
日
る
c

税
収
者
が
JL
メ
信
料
を
支
弘
P

刊
誌
務
は
股
送
受
信
機
の

汝ザ山手
μ
は
州
ご
し
ぺ
に
異
な
る
か
、
L

ヲ
べ
て
の
州
に
一
ぱ
当
J
q
る
放
治

什
際
協
定
を

ヨ
一
ょ
っ
一
、
仕
じ
ゐ
v

交
信
れ
は
受
信
れ
役
以
七
J

タ
ー
に
戸
引
っ
て
♂
抗
徴
収
さ
れ
、
ぞ
れ
が
A
H
む
と
し
て
述
ん
は
付
右
形
或

ν
て
い
る
叶
放
送
協
会
、

Z
わ

F
、
八
千
凶
凶
リ
p

ノジ
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同
ト
J

チ
ュ
ラ
J

ト
ラ
ジ
オ

仁
分
配
さ
れ
る

さ
ら
に
、
交
信
料
総
菜
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
各
川
川
の
氏
出
波

送
訟
は
円
従
拐
の
社
説
い
も
な
っ
て
川
み
じ

受
信
刊
の
値
一
げ
に
つ
い
て
以
、

山
守
山
い
い
ま
を
戸
問
問
成
長
と
す
る

公
共
汝
込
資
金
者
安
調
伝
一
か
ん
戸
一
会
一
「
R
3
B
E
g－E
M
N
Z
M
F日
目
立

日ロロ四

ι
2
H，E
Pロ
Nrm〈由民
r
L
2」
rmEMtロロ片山口
ωzrqMY
以
上
L
は
「
v
h
E
F
一
レ
一
時
一
配
）

協
定
の
改
一
h
よ
っ
て
渋
川
記
さ
札
る
ν

連
邦
憲
氏
裁
判
所
の
一
九
凡
凶
い
の
川
円
決
止
、
刊
ノ
の

υ
以
省
に
、
受
信
し
引
佐
ト
げ
い
一
刻
1

る
政
計

に
よ
る
審
査
》
院
宗
巨
伐
つ
い
一
＼
州
符

的
影
響
I
A
の
竹
内
ゃ
訓
除
宇
る
に
め
の
子
怯
引
を
法
律
に
上
っ
て
笠
備
す
る
こ
こ
を
求
め
た

現
行
制
度
に
お

v

て
、
州
政
？
ト
山
と
州
議
会

は
、
原
則
と
二
、

K
I
F
の
北
長
に
従
λ

も
の
と
さ
れ
て
お
れ
も

K
巨

F
の
提
案
に
作
正
守
山
、
／
ゐ
川
崎
ム
円
に
は
そ
れ
を
m
m
U刊
け
な
け

れ
ば
な
尚
一
J
U
い
c

一
九
九
凶
半
の
引
川
人
以
降
、
受
炉
料
値
L
し
げ
に
つ
い
て
の

K
五
F
の
提
案
は
そ
の
主
主
州
政
川
崎
？
と
州
議
会
に
一
三
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
き
た
U

と
こ
九
九
ヘ

二
C
C
h午
の
倍
ト
げ
の
際
、

は
じ
め
仁
K
E
F
の
提
案
が
州
政
府
と
州
読
ん
ム
に
五
コ
て
減
点
取
修
正
さ
れ

今
何
の
値
上
げ
に
ワ
い
ヲ
、

公
社
ハ
放
廷
の
吊
望

7
ム
日
値
上
げ
阪
を
J

帯
査
し

現
行
力
受
信
料
月
額

ハ
・
一
五
コ

l
ロ
を

K
E
I
は

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

。
九
エ
ロ
恒
一
げ
し
て
一
七

合
目
、
最
終
的
に
決
定
さ

刈
一
コ
ロ
と
す
る
こ
レ
ど
を
仙
丸
山
v
h
L
た
c
L
か
L
、
一ペト〉（～川川令十
i

れ
た
信
】
げ
裂
は
ひ
八
ヘ
ニ

1
ロ
で
あ
っ
と
〈
川
川
際
協
定
に
よ
っ
一
＼
長
信
料
一
は

。ハ
l
J

下
ハ
牛
川
一
月
日
以
託
、

二
口
つ
八
年
末
王

ぐ
月
街
一
七
切
れ
）
一
コ

1
口
と
定
め
ら
れ
た

υ
K
E
F
的
制
K
U
A
主
流
京
修
一
ー
さ
れ
た
珂
片
仁
つ
い
て
、

パ
ノ
ヱ
ル
ン
い
か
μ
伺
シ
i

k

J

は
、
長
引
く
不
ー
引
の

rめ
引
い
会
似
体
問
宜
伸
を
カ
ッ
ト
寸
yp
る
を
え
な
い

-c 

一ェ

i
口
以
の
受
信
が
伯
i
げ
を

る
こ
と
は
で
え
h
lふ
引

2
山山べ

A
R
D
は、

K
E
L
の
促
来
1

J

た
値
上
げ
朝
間
が
州
政

H
と
川
川
京
会
戸
、
減
傾
修
正
さ
れ
た
ご
／
一
に
一
つ
い
て
、

政
治
的
介
入
に
よ
っ
一
1
公

ム
ハ
欣
誌
の
同
家
か
ら
の
白
一
叶
デ
脅
か
F
れ
た
点
批
判
L
／

｛

A
H
K
D
は、

一
（
り
の
一
引
力

t
月
、
政
治
的
介
人
を
防
く
た
め
の
J
A
F
科
怯

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、71'°'' 3 ［フ〔）（！行 7'
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山

ム
げ
の
ザ
新
た
な
方
法
J
し
て
物
価
指
数

4叫
ん
動
方
式
を
提
案
L
I
ょ
刀
、
川
一
行
在
／
元
議
は
こ
の

け
】

に仙一
L
な
い
と

1
仁
川
～
心
し
た
し

そ
こ
一
r
A
R
U
は、

ズ
ノ
ワ
心
ん
k
l

。
月
、
ヘ

f
Mの
川
氏
叫
し
f

一
川
川
一
歳
去
に
よ
る
減
柏
市
修
正
の
迫
容
川
一
（
比
一
店
の
口
問
の
侵
芹
）
を
、
i
r
k
J

c、
斗＂＇

し
て
、
連
邦
憲
民
裁
判
所
ド
一
時
芹
出
異
議
を
平
L
！J
げ
て
た
二
円
ノ
一
「
一
六
ノ
ト
二
月
に
は
、

Z
U
F
I
y
k
f
Jノ
マ
一
ブ
ン
ト
ラ
ン
オ
も
、

A
R
れ

と
同
様
に
、
さ
げ
い
宍
議
を
山
中
！
〕
立
て
る
こ
と
を
沃
め
た
受
じ
公
値
上
げ
ヂ
、
公
共
校
一
位
の
kf務
、
い
一
成
の
た
め
に
必
要
な
領
で
あ
る
か

ホ
円
か
を
専
門
家
L
〈
二
、
～
軒
査
1
7
る
K
E
ド
ム
刀
、
実
隊
！
？
と
の
に
う
な
役
割
を
果
ん
八
、
一
て
、
る
か
は
、
そ
伝
料
削
肢
の

E
C条
約
遮
ム
n
b仁

の
判
断

hrr
で
fJdf宇
妄
な
ポ
イ
ン
ト
灯
、
あ
る
た

こ
の
憲
法
目
一
説
の
行
方
仁
淀
ド
が
集
ま
コ
て
い
る
r

、↓ト
L

、ム守人’
v
k
〓乎

rd
、
p

、一、｝
J
リ

，2
4
1江
、
下

2
、ー
ι
r
K
A
T－小

ア
ム
ス
一
y
ル
ダ
ム
条
約
の
枚
送
法
定
書

受
伝
利
を
は
い
υ
め
C
J
9
る
公
共
収
込
刀
肘
仰
が
い
ι
仁
条
約
八
〕
条
項
に
よ
ウ
ザ
ふ
“

J14
札

fhR家
長
坊
で
あ
る
と
い
う
ギ
張
は
、

U
1
U
＼
ノ

i
1
1
y

J
ノ

j
c五
千

フ
ラ
ノ
ス
、
ド
ル
ヘ
ー
カ
ル
、
イ
タ
リ
γ
可
、
多
数
の
切
盟
劃
一
の
民
間
投
州
事
業

ド
イ

y
p八
↓
げ
で
な
く

ス
ペ
イ
ン

者
の
異
説
中
？

v
rに
よ
っ
て
委
員
会
に
持
ち
込
主
れ
た
c

な
か
「
も
九
九
一
ヰ
に
フ
ラ
ン
ス
の
い
ん
附
阿
波
送
宅
業
者
へ
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誌
を
巾
L
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て
た
戸
～
と
を
さ
二
か
げ
と

l
て
、
安
門
ド
九
九
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対
下
総
局
が
こ
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型
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
、
つ
い
な
っ
た

こ
の
」
岬
h
W
J

令
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川
人
山
掛
川
と
し
て

E
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ま
設
！
げ
す
る
た
め
の
y
ム
ス
チ
ル
ダ
ム
条
約
の
交
渉
過
程
に
去
共
投
、
出
の
意
義

一
九
九
t
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r午、

4
3叫
め
る
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探
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！
と
半
日

ヘ
放
送
～
山
内
定
丹
、

が
同
条
約
に
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
J

放
送
誠
定
事
川
は
、
公
央
放
送
の
口
氏
、
i
的
、
ー
引
会

読
む
的
、
正
化
的
役
討
を
詳
湖
〆
、
公
共
放
送
の
任
務
や
財
汚
に
つ
い
て
は
芥
加
監
凶
が
自
ら
決
定
で
き
ゐ
こ
と
を
議
認
J
Y

ゐ
内
容
の

も
の
一
じ
品
川
た

は
、
以
卜
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
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締
約
同
は
、
山
間
国
に
お
い
て
公
共
放
浅

c
F
Z一戸
7
2
7牛
丈

T
訂
正
午
主
】
「
）
が
石
山
花
に
各
ν立
会
の
民

τ
的
、
芝
公
的
、

阪，k、在、アl日 （28）、f 〔2GiJC.7 

が
＃
ハ



MWM
に
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下
の
よ
、
つ
な
解
釈
の
た
め
の
胤
｛
止
を
判
け
加
え
る
よ
し
f

一
に
け
告
し
作
乙

ぃ
人
化
的
二

l
ズ
、
及
び
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
多
ん
三
表
を
土
J

る
必
安

t
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
年
返
し
て
、

ドわんじゃ
A
訊す一【一フ
J
G
h
染

E
C
を
波
山
」
一
切
る
た
め
の
こ
の
条
約
の
叩
ゴ
心
は

加
時
間
が
公
共
波
、
誌
の
M
K
N
W
を
確
保
す
る
権
限
に
政
問
へ
ん
し
な
い
F

、一
ζ

一
J

P
人
J
i卜

は
、
公
共
枚
目
店
協
会
の
刻
泥
が
、
加
盟
問
に
よ
ワ
て
公
共
投
送
協
会
に
委
託
さ
れ
、

経
iu止
さ
れ
、
ェ
出
｛
4
J、
一
れ
て
い
る
そ
の
公
民
ト
い
の
れ

7ー

オし

い
て
で
忘
る
J
Z
の
際
に
は
、

公
法
卜
の
千
務
述
小
品
の
必
要
性
は
叫
店
、
ぐ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
〈

心
心
に
奉
仕

υ
、
こ
の
共
同
体
に
お
け
る
資

pr抗
争
の
条
件
争
、
共
通
の
刊
任
に
ら
す
る
よ
う
な
伝
度
に
ま
で
侵
害
〕
な

v
絞
り
に
お

一
九
九
九
白
、

γ

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
ー
一
と
も
に
於
を
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定
詐
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効
た
っ

E
（
条
約
三

る
託
制
｛
疋
主
で
は

〕
の
条
約
の
PA

－－6分
の

お

を

な

tJ」
こ
規
定
L
t
い
る
こ
と
か
、
〉

放
送
議
定
芹
は
欧
州
共
同
体
法
の
第
一
次
渋
に

条
は
、
「
こ
の
条
約
に
附
属
さ
お
に

／
う
け
ま
れ
る
」
た
戸

L
、
放
送
該
宗
主
川
内
円
門
家
ι長
助
規
定
こ
の
間
同
日
悼
む
と
の
よ
、
つ
に
河
辞
す
る
か
に
つ
い
て
は
岩
見
の
刈
立
が
あ
る
υ

放

送
設
定
寺
に
よ
っ
て
受
信
料
の
道
家
回
収
功
一
説
ψ

性
が
認
灼
ら
れ
た
と
す
る
ロ
ド
九
州
叫
が
あ
る
の
仁
対
し
、
放
山
民
議
主
主
仁
v
d

っ
て
公
共
放
活
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れ
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例
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却
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収
ら
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川
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一川

釈
い
一
九
俳
人
ら
影
響
シ
に
ど
え
な
ド
と
考
、
ズ
る
べ
き
で
は
生
J

〈
」
日
夜
仁
は
、
委
員
会
が
公
共
弘
、
仏
の
則
源
氏
同
一
本
援
助
容
安
委
一
行
、
っ
訪
台
、

v
f

r八仮

こ
の
う
ち
、
放
決
議
定
舎
に
よ
コ
て
交
信
引
の
4

宅
対
防
該
当
川
が
認
め
ら
れ
九
J

解
釈
の
た
め
の
規
r
心一

同
件
付
い
、
受
信
梓
に
つ
い
て
は
川
家
援
助
規
定
三
吾
川
市
除
外
が
認
め
ら
れ
た
と
の
見
限
い
つ
い
て
は

川以
V
J
A

一前｛記事田が

と
す
る
児
伴
、

で
あ
る
I
y
h
止
め
ら
れ
て
し
る
こ
と
、
ま
た
、
門
家
殻
叫
則
規
定
の
追
川
市
除
外
カ
明
文
化
さ
れ
て
い
L
M
U

い
こ
と
か

ら、

I
Y

ち
ら
の
児
院
本
v

妥
当
と
は
い
ズ
な
し
〉
指
摘
さ
札
て
い

た
だ
、
、
ど
か
ら
L

し
っ
て
放
、
由
設
定
1
4
け
が
凶
家
採
助
札
定
的
前
川

り
は
送
議
定
書
が
p
d

の
苔
ね
一
門
を
問
円
引
の

に
限
一
疋
ず
る
〆
一
解
す
る
も
の
が
あ
る
「
な
わ
ち
妥
只
会
に
よ

一心窓
tu
の
住
吉
川
は
、

公
共
故
、
治
の
付
則
一
仰
が
M
H
家
援
助
就
に
に
明
円
に
退
反
ト
う
る
か
ん
刊
か
の

L
ベ
バ
に
限
公
c
れ
る
と
い
う
の
で
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波
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公
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仁
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ヲ
ザ
の
決
｛
疋
に
O

A

て
、
川
ド吋口辺

c、

斗＂＇

午
ま
C
に
不
さ
れ
た
公
γ
六
日
以
送
の
川
町
川
源
に
一
ノ
一
い
亡
の
委
員
会
の
判
断
ば
宇
べ

L
E
C
条
約
説
会
性
を
認
め
る
も
の
！
な
り
、
ま
れ
ん
、

く
う
か
の
同
に
づ
い
ど
は
判
断
が
一
ボ
込
、
れ
ず
審
ん
日
が
長
引
い

ト
ノ
ソ
か
り
も
、

札
口
A
D
Z
U
F
が
！
？
八
日
七
街
中
古
百
円
子
制
ン
ネ

ル
の
キ
ン
グ
l
刀
ナ

l
ル
と
7

L

－
ッ
ク
ス
を
放
送
す
る
二
レ
一
に
つ
ド
て
、

vド
R
i
が
一
九

k
七
に
同
十
八
議
を
心
中
1

合
て
た
か
、

ん
札
円
、
♂
全
日
会
は

ι
c条
約
域
九
円
糾
じ
を
詰
め
た
J

国
家
援
助
に
寸
J

ゃ
ー
す
る
受
信
料
に
よ
コ
て
専
門
J

ノ
ヤ
／
ネ

7
平河一一
F
1
3守
」
と
は

E
C条
約
八
k
久
子
一
取
に
毘
反
す
る
と
の
V
P
R
l
の
主
役
は
斥
け
ら
れ
ど
安
一
一
会
は
、
受
信
れ
が
凶
門
家
探
同
じ
該
当
す
る
一
」
と
を

公
共
放
送
の
？
山
一
寸
門
J
J

ヤ
ン
ス
ル
は

E
C条
約
八

受
信
料
に

r
Tり
引
一
誠
専
門
チ
ャ
シ
不
ル
を
放
送

v
r
t
o
E
C
条
約
に
述
反
J

な
い
こ
認
め
ら
れ
久
的
、

A
H日
M
m
z
n
u
F
は
乏
伝
刊
の

国
玄
援
助
て
寸
νν
～
性
を
欧
州
裁
判
所
で
4Ji
ご
し
が
で

3
ず、

v
n
L
R
丁
も
一
｝
の
決
定
に
う
い
て
提
訴
す
今
工
一
を
断
念
l
た
h
T

め、九八又

信
料
の
川
出
家
松
山
山
一
談
当
性
を
め
く
る
議
論
的
決
着
は
光
送
j
ヨ
れ
る
こ
ζ

に
な
勺

安
円
三
日
は

｛出

一一川刈すノ一一
U
X
M
U
f
羊
二
一
引
け
亡

l
F
4
3
J
l
一

a
L
干

公
社
ハ
放
送
の
役
割
と
灯i
務
を
定
め

半
立
い
い
配
慮
サ
一
ス

ハノ
F
J
O年
九
月
一
心
は
の

る
加
盟
国
の
権
限
と
、

E
C
条
J

恥
の
渋
係
を
格
認
1
た
c

を
員
会
は
、
貿
易
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
逸
f

作
、
共
同
市
場
に
お
一
げ
る
競
争
が

お
し
く
な
っ
て
い
く
巾
亡
、
巾
尽
に
と
ッ
て
必
裂
な
ゴ
古
配
定
サ

1
ピ
ス
が
必
「
し
も

l
ハ
ん
い
は
説
伏
さ
れ
な
い
と
い
う
間
程
が
充
坐

す
る
の
で
は
な
い
か
I
Y

の
懸
念
か
ら
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
沼
津
一
と
し
仁
公
表

ιた、

L

ネ一凡

二〕ノ吊－ずでて品、

C

1
、
〕
l
t

述
信
、
父
司
法
、

ギ
l
半
J

の
分
討
に
お
け
る
白
山
化
の

間
起
点
を
小
す
も
の
で
あ
）
た
が
、
各
分
市
ベ
hv
お
け
る
牛
存
旧
配
属
サ
ー
ビ
ス
の
税
沢
分
析

が
資
料
ー
と
7

J

F

、
添
付
さ
れ
、
そ
の
攻

H
に
ば
フ
ジ
オ

iffノ
ν
ピ
も
さ
ま
一
し
て
い
た
〈
に
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
夜
聴
覚
J

ニ
ア
f
ア
は
、
今
ー

の
戸
町
、
ぃ
的
引
ム
バ
か
機
能
オ
る
た
め
に
、

そ
レ
と
こ
h

わ
け
い
れ
ん
μ
的
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値
の
琵
畏
ρ

伝
達
の
た
め
に
山
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な
告
誌
を
お
ー
ご
い
る

ジ
オ
ー
一
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レ
ピ
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A

れ
ゆ

秘
的
利
ハ
山
引
／
め
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初
め
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ら
特
別
な
規
律
に
出
1

〕
て
い
る
と
こ
の
荒
作
は
、
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一
土
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仏
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品
川
島
口
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川
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促
進
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青
少
作
中
保
説
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間
の
尊
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乾
重
及
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消
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者
保

議
と
い
う
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通
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づ
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さ
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れ
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仁
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亡
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北
ハ
枚
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悶
す
る
ぷ
山
し
古
川
も
、
公
共
投
、
山
口

σ役
割
と
半
「
b
A
E
認
め
、
そ
の
日
い
い
務
と
財
況
を
確
定
1
1

伝
定
す
み
加
山
市
国
の
権
限
を
確
認

〕て

v
る
ν

た
万
二
こ
の
怯
阪
は
、
公
民
上
の
伝
統
辺
川
仙
の
必
安
い
い
に
紀
山
県
J

っ
て
共
同
体
に
お
け
ゐ
貿
易
と
肌
予
の
条
什
守
、

共
通
の
利
衿
に
以
す
L
J

ま
で
い
旧
主
一
一
｝
〆
な
い
限
皮
に
お
い
て
認
め
一
コ
れ
ん
」
一

1、
〆ペ

迭
問
性
冶
八
い
の
止
止

ヘ
ハ
〉
（
い
い
の
年
】
月
一
ハ
じ
、
安
川
百
円
会
は

一孔

え
人
口
Jq六
ヨ
二

J
4
C山
山
け
の
い
わ
ゆ
る
渋
川
明
性
指
i
f
t
改
王

L

こ
力
い
泊
ノ
下
は

↓
よ
い
や
、
一
」
L
l
d

i
z
t
i
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加
白
川

cn公
の
事
業
者
の
聞
の
山
町
政
的
見
係
の
透
同
性
に
山
川
L
9
る
指
令
i

ニ
の
治
川
ん
ド
は
、

五
C
条
約
八
六
粂

｝
一
フ
り

f
L
一

頃
に
茶
っ
き
、
公
的
宇
来
者
が
そ
の
汗
務
を
拐
、
ス
亡
、
純
粋
仁
尚
業
的
な

UU刃
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民
渇
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
公
の
事
業
者
L
対

L
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に
そ
の
作
務
の
範
珂
巧
の
治
政
と
商
業
的
な
山
川
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八
百
d

を
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雌
す
る
ご
と

け
る
も
の

P
あ
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し
透
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同
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令
は
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そ

J

一
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べ
て
の
の
り
平
業
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律
の
対
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仁
し
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い
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h

八」ハ匁木一
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杭

I
E
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す
る
業
務
付
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予
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を
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た
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ザ
刊
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、
て
の
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務
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た
め
に
国
家
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助
を
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ら
れ
て
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り
、

一
4
一
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鵡
川
市
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札
る
J

公
共
汝
送
ら
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公
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事
業
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と
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、
の

F
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と
ふ
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／
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い
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刻
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佐
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台
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〆
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お
け
る
公
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八
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、
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司
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い
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門
家
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を
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れ
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を
口
会
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九
九
パ
〉
守
μ
刊
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半
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ら
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斗＂＇
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上
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の
財
政
支
援
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国
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あ
る
こ
と
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ぞ
れ
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れ
る
た
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－
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仲
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す
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た
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イ
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ン
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に
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収
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国
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率
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助
に
悶
ず
る
規
定
士
公
共
川
氏
、
い
一

い
る
イ
ギ
リ
ス
の
γ
工
一
ー
ル
を
民
的
川
町
出
な
ら
の
こ
二
＼

そ
の
他
の
凶
ゾ
マ
採
川
二
、
い
ん
♂
受
信
料
ζ

広
も
に
よ
ん
！
い
合
間
泌
を

E
じ
条
約

に
違
反
す
る
川
家
援
助
で
み
る
と
｝
v

h

ー
し
第

に
封
印
同
が
公
共
股
F

誌
の
任
務
キ
決
め
る
に
係
二
、

山
間
楽
あ
る
い
は
ス
ポ

7
y
な

と
と
い

ν
た
川
両
放
送
が
抗
似
で
き
る
…
芳
和
を
公
共
放
送
の
任
務
と
す
べ
き
で
は
な
い
1

｝
い
う
考
え
方
を
山
休
日
L
F
C

け
坊
に
ぶ
つ
と

交
供
さ
札
う

民
河
政
送
に
H
竹
け
、
公
共
放
送
の
れ
ん
拾
を
限
定
す
べ
主
で
あ
る
と
ぶ
つ
、
仁
、
h
一
れ
ん
で
」
と
こ
の
が
、
ヲ
カ

H4山
菜
は
攻

事
会
に
お
い

い
批
判
を
受
け
ナ
た
め
、
y
h
久
門
片
八
百
も
吟
」
れ
を
取
り

τ
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
止
。

安
円
三
日
は

ハノ
F
J

恒
！
九
円
h
h
I
木、

が
イ
ド
一
ブ
J

ン
の
中
一
み
を
あ
ら
た
め
と
公
表
し
た
。
こ
乃
平
米
に
討
い
で
ち
、
安
門
川
会
は
、
公

対
日
以
込
へ
の
財
政
支
援
は
出
火
ι法
駄
で
あ
り
、

そ
の

ι
c条
比
進
ん
口

t
を
え
古
口
ハ
ム
μ
が
審
査
す
る
と
い
う
与
え
力
を
と
っ
て
い
え
ο

こ
れ

に
対
し
て
げ
に
ノ

y
m
公
共
日
以
送
か
ら
は
、
受
信
科
は
国
家
援
助
に
訟
巾
I
せ
ず
、
一
会
員
会
は
そ
う
で
も
加

mmMの
公
共
れ
送
の
任
務
千
社

涼
チ
寄
ん

E
Fる
総
阪
を
い
引

t
て

Jγ
じ
り
ず
、
そ
の
任
務
十
針
涼
十
決
定

Fph》
枠
制
出
〕
山
各
加
問
凶
に
あ
る
と
の
仁
氏
誌
が
明
え
ら
れ
た
v

一
円
、
公
共
放
送
へ
の
凶
｛
手
伝
的
規
定
的
述
川
に
闘
す
る
司
さ
と
二
、
ヵ
イ
川
、
ブ
1
／
を
決
定

ν
た
d

荒川告はムぶ片山

0
0
5
1
 

」
の
通
達
同

＼

J

一
心
不
t

ハ
月
に
八
汁
ハ
ム
ハ
ミ
」
と
た
ル
同
友
に
、

の
修
一
ー
を
加
、
ス
た
も
の
ど
J

だ
v
z
h
λ

貝
会
は

k
f
y
C公
共

あ

り
は
送
の
見
解
も
あ
る
主
投
は
反
峡
さ
リ
土
、
、
受
信
料
制
攻
が

r
u
c
条
約
ヘ
仁
久
木
y

八
ハ
条
町
引
に
喧
ム
け
す
る
ト
め
の
一
つ
の
麦
作
告
小

L
f
c
そ
れ
に
と
る
と
、
受
信
刊
が
白
衣
援
助
に
ぷ
当
す
る
と
し
て
も
、

Z

れ
が
例
外
と
L
て
計
容
さ
れ
る
子
め
に
は
、

／目立i、法＇tiS6 （ヲ ヌ）、出欠〔liJC.7 J 
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げ
る
八
ム
法
？
十
の
引
務
が
明
確
か
つ
疋
確
に
定
義
主
れ
い
て
お
り
、
受
信
料
に
よ
る
来
務
が
当
該
円
務
に
ん
凸
主
れ
乙
カ
ぶ
か
の
判
断
が
す
能

な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
一
辺
二
の
公
法
〕
の
任
務
を
果
た
す
宇
業
者
が
文
書
い

FJ記
さ
れ
ど
お
り
、

ψ
J
J訂
リ
務
が
達
成
さ
れ

L
い
る
か
百

一
、
二
一
コ
ミ
一
二

ズ

｝

！

〆

i
v
i

そ
の
事
莱
γ
円
か
ら
独
立
し
た
行
政
庁
公
い
し
待
問

V
ょ
っ
と
監
宵
さ
れ
る
状
尽
に
あ
p

守
工
＼
一
泊
、
討
漂
は
、
当
一
以
～
什
務

を
4
1
1
人
ね
ら
れ
た
宅
業
者
か
、
当
該
任
務
を
来
た
す
た
め
に
必
安
な
限
度
？
y
v
A

れ
て
い
る
干
？
タ

比
例
料
）

以
上
の
二
つ
の
要
什
が
拘

た
5
札
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
れ
り
の
安
件
が
渇
た
さ
札
て

v
る
か
否
か
に
っ
こ
よ
同
委
民
会
が
志
木
甘
す
ツ
ベ
こ
の
い
也
遠
山
、

援
助
を
う
え
ら
れ
、

そ
れ
に
い
同
戸
な
い
出
動
を
二
、
い
ん
公
共
校
三
に
は
流
明
性
指
令
か
治
山
U
F
t
る
こ

公
土
河
川
ょ
の
任
務
と
i

J

U

に、

と
を
明
ら
》
刀
に
J

た
d

た
μ
L
、
放
送
豆
半
八
日
一
特
殊
性
に
も
配
慮
ご
、
放
r広
三
い
寸
m

誌
の
場
ん
υ
、
収
入
は
と
も
か
＼
支
ハ
い
に
つ
い
一
＼

公
法
！
の
伴
務
／
具
、
れ
に
同
さ
な
い
活
動
が
同
じ
財
源
に
ぶ
っ
て
恥
わ
れ
て
い
る
F

）
ζ

タ
多
ノ
＼
え
出
血
で
向
者
を
区
別

1
る一」
ζ

は

街
中
rc
は
な
し
ν
々
の
指
杭
が
た
ま
れ
て
い
た
。

～
、
の
通
ザ
！
河
に
対
す
る
ド
／
l
y
の
公
民
政
）
誌
の
反
山
は
灯
在
的
で
あ
っ

fhぺ

子
）
の
透
明
工
は
、
公
共
放
出
の
意
義
を
認
め
、
初
日
且
［
川
の
持

浪
に
も
配
忘
し
て
い
た

7
ら
ご
あ
る
。

こ
の

M

／J
ド
↑
ノ
イ
ン
に
よ
れ
ば

ド
イ
ツ
勺
八
五
↑
川
科
は
百
家
殺
均
に
該
斗
じ
な

ト
イ
ソ

C
4

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

い
と
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
、
た
と
え
川
家
勾
波
紋
に
守
山
中
↓
7
る
と
し

t
J」J
T

〕
記
的
一
安
打
を
流
た
し
て
お
り
、

ド
わ
ん
じ
条
約
に
山
埋
ほ
じ

な
し、

ら
れ
た
、
た
ゼ
し
、
そ
の
際
に
も
、

r
J
Y
の
公
共
枚
訟
は
、
受
p

同
紙
一
が
そ
も
そ
も
国
家
江
川
幼
に
該
当
し
な
川
レ
一
張
L

た
っ
そ
の
、
張
の
松
川
純
と
さ
れ
た
の
カ
吹
川
裁
判
正
げ
の
乾
例
て
あ
る
ν

四

欧
州
裁
判
J

印
判
例
レ
一
ド
イ
ツ
受
伝
お
い

秋
川
川
裁
判
明
は

一
υハ
）
ハ
リ
年
以
降
の
判
例
今
週
じ
て

（
J

同

町

T
、2
と

国
主
捻
動
に
関
連
「
ゐ
重
要
な
判
断
を
明
ら
か
に
し
た
P

Z
D
F法
務
店

欧
州
法
判
所
の
最
近
の
判
例
に
依
郎
官
〕
ご

長
コ
ベ
ル
〆

を
は
じ
め
ド
イ
ン
の
公
共
民
主
ば

ら
え
↓

11斗
l
a
J
M叶
J
A
F

j
J
f
b千

t
I
4
2

Pl 
為、

（仮ノ＜iP{JoG （；、 l:i）引9以内G,7: 



；井ι

援
助
に
該
心
し
な
い
と
主
張
す
q
q
u

な
ぜ
な
ら
、
一
人
又
守
判
刊
は
、

n
H
P
」
、
三
J
F

Z
K
L
－
 

民
家J

い
よ
り
ま
た
は
人
生
－

vsvMふ
γ
に
よ

ι
c品川
f
k
川
、
八
仁
宋

り
守
、
，
L

ら
れ
る
も
の

rは
な
く

援
助

ニ
）
し
ん
こ
リ
日
告
で
主

i

J

i

i

 

〉

Y
で
土
、
公

を
つ
，
え
た
ご
し
ど
に

b
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ゐ
η

c、

斗＂＇

共
絞
り
地
だ
け
で
な
く
、
連
邦
政
府
・
川
欣
引
に
よ
っ
に
支
持
P
れ
て
ぷ
円
、

上にドにし
v

、上最
λ

j

；
 

ま
L

円
一
以
ナ
引
い
で
も
い
引
力
に
五
張
手
れ
て
い

長
判

J

M
竹
ffM別
叶
1
1
日
刊

t

の
同
家
援
助
f

成人ゆ
l
れ
～
つ
い
て
ま
と
判
断
ぷ

γ
」
と
は
な
い
ν

イ

ゾ
ロ
イ
ご
ン
p

↑
レ
ク
ト
ヲ
判
決

「目
P

ア
ふ
に
ぶ

η
J人
は
国
家
約
資
た
に
よ
り
」
ワ
え
ら
れ
ゐ
も
の
か
人
日
か
と
J

う
問
題
に
乙
っ
て
一
主
安
な
判
例
は
、
こ
り
の
一
介
一
月

切一

ム
の
ブ
ロ
「
七
〆
・
エ
レ
ケ
ト
弓
判
仇
C
あ
る

F

）
の
判
決
に
士
ハ
U

ぱ、

1
出
家
に
よ
り
又
は
凶
門
家
の
令
、
令
に
よ
り
与
え
ら
れ

る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
け
門
家
資
金
に
由
っ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
む
〈
？
と
、
一
八
、
あ
る
事
長
者
に
対
す
る
財
政

ム
文
緩
い
か
汗
荒
で
は
な
く
、
法
律
に
茶
つ
い
て
い
ー
も
、
そ
れ
が
私
人
に
よ
っ
、
負
担
向
れ
て
い
る
ぬ
ム
ー
に
は
ー
民
家
に
よ

ηノ
又
は
一
川
家

の
資
金
い
よ
り
い
え
ら
れ
る
こ
ー
に
は
な
ら
な
い
。
欧
州
裁
判
巧
は
、

一
本
件
い
で
は
、
引
払
」
む
な
電
力
供
給
企
業
に
汁

L
、
確
定
さ
れ

た
最
低
仙
仲
間
じ
舟
半
可
能
な
4

不
ル
よ

l
減
か
ら
電
力
十
一

ι加
入
す
る
こ
と
を
義
務
つ
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
当
設
電
り
を
作
応
ナ
ヲ
マ
中

作
業
に
凶
家
資
告
を
凶
怯
に
も
間
伐
に
も
に
す
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
レ
判

J
K
L
r
c
欧
州
裁
判
所
は
こ
の
よ
っ
な
等
、
ぇ
方
を

つ

ぷ

τ1月
一
六
日
の

？
～
お
し
て
も
は
附
1
h
し
て
い
F
Q

こ
こ
で
一
門
及
レ
れ
一
一
つ
の
判
決
は
枚
、
住
民
に
悶

f
る
も
の
で
は
な

v

d

か
い
、
凶
｛
王
様
助
礼
｛
止
に
お
け
み

1
凶
｛
ふ
に
よ
り
又
は
凶

ま
の
資
金
に
よ

η
L
号
、
え
ら
札
る
と
い
う
安
件
に
つ

ν
て
の
判
断
で
主
7
Q

こ
l

－
か
ら
、
こ
の
考
え
方
を
長
信
料
に
も
治
山
市
J
Y

ム
で
」
と
は

司
従
で
忘
る
と
み
ら
れ
て
い
る

f
vた一し、

一
へ
久
日
ム
百
ぺ
は
、
F

）
の
南
仏
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
解
が
分
泊
れ
て
お
り
、

c 

:i 

欧
州
裁
判
所
判
例
が
ぷ
お
さ
わ
て
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い
る
の
に
対
し
、
競
争
総
司
は
こ
の
判
似
を
受
信
料
に
込
用
寸
る
ご
と
に
消
極
的
rC
あ
る
と
い
う
」
吾
門
ハ
ム
討
で
は
こ
れ
ま
ご
、

E
C
h染

約
八
七
来
展
の
遇
川
領
成
を
f
h
h
く
併
ず
る
傾
川
が
み
ら
れ
た
が
、
欧
叶
裁
判
所
は
こ
れ
い
一
異
な

っ
て
い
る
c

こ
の
た
め

ヂ
ノ
ロ

J

て
ン
”
工
レ
ク
ト
ラ
杭
い
礼
山
の

限
り
、
視
聴
者
カ
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
受
伝
刈
が
一
凶
家
に
よ
リ
又
は
国
家
の
資
品
川

1

J

く
な
っ
た
と
の
北
掛
か
学
説
～
も
み
ら
れ

に
E
M
一
与
ズ
ら
れ
る
援
助
に
あ
る
こ
1
y

を
口
之
L
q
る
こ
と
は

つ

ア
ル
ト
ど
ル
ク
・
ト
ラ
ン
ス
判
決

図
説
日
悦
臥
刊
況
と
に
お
け
る
同
時
臥
L

の
し
茨
件
に
つ
い
て
も
、

Z
D
F
の
T

－
ベ
ル
〆
は
、
公
的
伴
務
？
い
こ
っ
て
必
要
な
財
源
μ

一
二
、

受
信
料
が
間
め
つ
れ
て
い
る
こ
す
れ
ば
、

そ
れ
は
綬
助
に
あ
ふ
人
ら
な
い
こ
号
、
え
て
い

E
C条
約
八
六
条
南
川
の
ヘ
じ
条
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
記
述

L
七
泊
り
、

構
成
事
、
が
い
い
簿
決
説
〆
一
花
当
化
問
府
川
説
の
対
立
が
ち
る

h
p
ハ刊
L
え
川
リ
ハ
土
、
？
と
こ
し

L
I
ド

H
J
J
J半
l
f
f
b

一j

h

j

ノ
I
I
1

今、
3

r
d
J

て

構
成

~ 
明

悔
いL
;;1, 
4ト
，一九沖；
る

と

を
司之

て

ふ

，，〕

，＇~ 
b立

1r＆ノ＼法J; oG i<< lo）フSl以内G,7: 

月
］
円
の

あ
る
事
業
者
が
れ
（
条
約
八
z
公
忠
一
頃
の
意
味
に
お
け
ゐ
蚊
的
計
済
刊
日
討
を
有
す
ま
常
務
の
返
リ
J
い
に
あ
た

Z
汗
務
を
速
成
す
る
際

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

そ
の
た
め
に
お
ぬ
け
な
す
る
費
用
を
お
殺

r
る
た
め
の
AHA〈レは

九
九
七
上ト

σ〉

；人勺

ーあ
っ／

「な
年ぃ
σ） ,l 
r1J :FJ 
J人＇＂＇出 l

bλ  

仁

と
こ
ろ
が
、
そ
の

政
判
」
ド
J

叫
同
和
ぃ
掃
の
た
め
の

第

審

訟

判

所

以

費
用
を
旧
制
殺
す
る
か
行
か
と
い
う
飢
は
い
は

凶
門
家
浅
川
則
的

l
当
化
の
向
山
地
で
あ
っ
て

国
家
援
助
の
術
成
市
宮
仕
の
山
川
廷
で
は
な
い
と
し

て
JI
当
化
解
決
ぃ
況
を
！
と

7P一〔
4
r
k
ー
は
会
也
、
こ
の
い
凡
悶
併
に
従
つ
ご
し
る
七
め
、
交
信
￥
は
凶
家
綬
助
に
！
該
当
、
除
刻
f
i

〆
了
二
、
引
き
れ

な
U
I
F
一の

tv
拐
を
と
っ
て

ν
るヘ

手
仇
［
は
ム
バ
一
は
、
、
判
山
内
～
、
〕
た
、

k
f
ソ
の
公
廿
ハ
放
山
一
時
に
仁
る
型
肝
い
ヲ
ャ
ン
永
ル
に
つ
い
て
の
一
九
一
ん
ん
年

に
お
い
て
も
、

1

川
｛
況
に
よ
れ
止
は
凶
家
資
金
に
工
り
っ
と
え
ら

t
た
と

v
う
安
打
こ

ー
援
助

の
安
打
に
つ
い
て
は
l
i
分
に

ぴ〉校
討
を
加
え
る
一
一
と
な
＼
国
家
援
助
に
一
政
ψ

す
る
ド
イ
ツ
の
止
す
が
判
は
、

巨
（
条
約
八
七
条
二
政
d
Hワ
に
こ
る
例
外
に
は
あ
た
ら
な



；井ι

t

J

う
コ

し

i
r
o
u

項
に
よ
（
ピ
専
門
チ
ヤ
／
ト
ル
の
た
め
に
受
信
引
を
』
引
用
す
る
こ
と
は
正
品
化
さ
れ
乙
と
の
仙
訟
を
辺
い
た
ー

手
干
の
決
定
は
、

般
的
計
清
和
ぃ
vlM
を
有
す
る
茶
話
の

の
J

去
m
刊
に
つ
い
て
、
加
盟
糾
い
f

仏
い
及
川
立
の
余
凶
を
認
め

c、

斗＂＇

し
こ

f

こ
j
：
主
！

お
い
て
、
前
述
し
た
九
人

k
r
の
判
決
と
け
げ
山
慌
に
街
成

以
川
川
裁
判
所

月

u 
C) 

要
行
解
決
L

況
や
ト
y

る
こ
と
を
拡
託

ν
た
υ

ゴ
な
わ
む
、
凶
Ji
が
1
7
r
た
資
金
心
日
新
棋
が
、

一
般
的
粁
済
利
付
の
た
め
の
ー
烹
務
づ
け
か
ら

ヨ
じ
る
費
川
畑
中
、
お
ヴ
ん
て
い
な

v
場
合
、
勺
寸
法
資
金
比
八
七
条
一
以リ

一（
U
C
一
一
年
仁
月
一
間
一
ヨ
の
ア
ル
ト
マ
ル
ク
・
ト
フ
〆
ス
判
伏
J£

亡
、
畑
hQY
〕
た
二
〈
U
O
一
ヰ
の
判
決
の
考
え
ん
を
跨
袋
’

ζ
～
に
い
ド

に
お
け
る
絞
肋
仁
ま
た
ら
な
い
と
い
う
の
で
お
る

L
、
，
主
持
叫
J

た

守
の
判
決
が
正
山
化
併
決
説
か
ら
取
1

〕
v
引
け
を
受
け
た
え
め

γ

バ
ト
マ
ル
ク
E

ト
ヲ
ン
ミ
判
決
は
、
凶

ハ一（ハ）

本
に
」
る
資
金
提
供
が
援
助
に
該
当
〕
な
い
／
一
判
附
ミ
れ
る
ふ
人
め
の
史
件
を
具
体
化
し
た
J

て
れ
に
よ
る
こ
、
（
ぷ
釘
問
団
は
、

円
家
か

h

リ
資
金
uケ
一
与
、
え
ら
れ
る
事
莱
者
に
一
安
託
す
る
佼
的
経
治
利
益
の
た
め
の
義
務
を
明
碓
に
定
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ラ
必
占
司
令
子
守

之
ら
れ
る
事
業
者
が
競
予
見
係
に
あ
る
事
支
者

fzw
湾
係
で
低
限
叩
注
文
札
る
こ
と
を
防
く
た
の
に
、
中
談
義
務
を
均
三
y
費
用
を
川
悩
殺
す
る

た
め
の
資
金
の
傾
を
算
出
L
f
る
判
断
い
お
準
を

あ
ら
小

ν
め
台
杯
開
叫
ん
り
お
か
つ
法
冴
に
設
’
屯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

U¢
ボ
ハ
家
か
ら
斗
ご
そ
－

れ
る
営
（
主
は

般
的
経
訂
叶
ぃ
託
の
ん
め
の
義
務
の
履
行
に
必
市
民
な
範
肝
を
ト
越
え
で
は
な
ら
な
い
」

チ

一

宇

ヲ

〆

ナ
ム

F

1
し

辺
切
な
収
訴
を
考
ム
門
市
」
一
一
ヲ

る
こ
と
は
一
引
さ
れ
る

一
般
f

川
町
内
れ
済
引
い
採
の
た
め
な
で
均
千
一
会
託
「
る
宇
業
者
を
法
ぶ
際
に
は
、
比
較
司
能
な
事
茶
高
の
賛
同
分
析

を
］
が
カ
h
fノレ
7
L
て
、
人
札
や
者
刈
の
見
積
も
打
が
要
求
さ
れ
る
J

た
イ
ソ
の
公
共
放
送
は

上
記
の
川
つ
の
要
引
を
い
同
七
二
、
お
り
、

一
J

…交山川万一ー）リグ、レ
I
J
九品、
4

トy
一
三
一
之
ヲ
ヨ
こ
？
と
小
一
、
ミ
ノ
J

4
d
l
J
i

－

－

二

d
l
’
1

7

p

，

「
公
共
放
山
一
抗
的
分
討
に
お
け
る
八
人
罪
一
環
に
関
す
？
心
こ
れ
ま
干
の
委

員
会
の
決
定
実
務
は
仕
町
代
琵
れ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
V

F

i

問
開
店
カ
パ
じ
る
」
が
、
叫
似
川
川
裁
判
明
判
例
の
一
計
癌
に
つ
い
て
コ
了
、
抗
の

と
王
百
依
し

t
、、

枚
什
裁
判
所
判
例
の
川
山
F

同
に
照
ら
せ
ば
、

E
見
は
川
刈
V

二
、
い
づ
心
r

の
f
h
v
を
清

2
v
て、

F
F
ル
ト
マ
ル
ク
・
ト
ラ
J

ス
判
た
の
山
引
を
を
間
以

ι的
に
l
f

ご
っ
、
え
よ
う
と
す
る

v
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る
の
に

U
L
こ
の
判
決

JE、
条
件
に
支
持
す
る

υ川
町

b
F
f
d
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
乙
こ
の
間
也
に
つ
い
て
は

欧
川
川
裁
判
門
川
の

法
務
宮
内
出
で
Nr
三
巴
川
～
の
対
立
が
あ
り
、

こ
の

v言
明
に
官
、
っ

F
公
の
事
業
者
に
け
円
7
る
対
W
H
I
P
ん
後
が
一
同
家
裕
一
川
叫
に
該
当
し
な
川
場
合

が
増
加
し
、
委
門
計
会
に
よ
る
国
家
援
助
の
話
悦
機
能
が
決
（
i
t
Jる
と
の
指
摘
も
み
ら
れ

は
川
川
淡
町
所
町
い
川
刊
の
立
場
が
一
会
長
会
の
尖

務
に
も
定
者
す
る
か
と
う
庁
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
展
開
吉
見
守
る
必
安
が
ゐ
る
ヘ

五

ド
イ
ツ
受
信
料
の
図
家
援
助
審
査
の
動
r川

安
只
ム
山
ν
し
ド
イ
ノ
政
附
の
聞
の

b
一伽

安
H
U
M
主
競
争
続
口
川
は
、

ド
イ
ン
政
府
仁
川
河
七
、
受
－
い
村
什
制
度
が

E
C条
約
に
出
反
す
る
と
の
暫
定
的
足
解

パ
ハ
〉
t

川
年
一
月
一
匹
、

を
ぷ

L
、
ド
イ
ソ
政
羽
に
ふ
ケ
乃
以
一
刊
に
司
法
す
る
町
、
つ
れ
中
小
め

ご
の
判
定
的
見
例
主
－
小
L
9
に
主
る
遇
税
で
、
y
h
久
門
片
八
百
は
市
川
家
援
助
春
先
に
必
民
な
一
打
球
！
？
一
段
刊
に
わ
た
っ
て
ド
イ
ソ
政
材
に
死
刑
さ

せ
た
。
委
員
会
に
よ
る
事
告
の
市
符
は

;j( 
,¥f) 

仮ノ＜iP{JoG （；、 1ケ）フS＇！以内 G,7 

コ
ロ
二
均
八
ノ
戸
一
パ
い
委
員
会
に
非
公
？
人
仁
申
し
げ
一
て
ら
れ
え
ド
J

Y
公
共
波
送
内
イ
ン

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

h
ノ

l
吋

f
y
r
d枝
川

で
あ
～
コ
た
（
ず
れ
入
門
町
八
百
は

c
c
一
年
一
一
石
川
、
い
本
併
に
ヴ
山
市
久
な
日
報
の
提
出
を

1
ノ
ソ

ド
ノ

y
政
府
は
こ
れ
に
ケ
一
円
え
た
。
凶
作
川
月
に
は
、

V
P
R
l
が、

公
共
放
送
協
ム
だ
に
旭
町
性
指
令
が
治
則
さ
れ
て
お
h
h

月
h
t
T
ハ
月
、

、＂－＇－＇＇

ヲ

に
よ
っ
て
去
的
任
誇
I
Y

泣
い
ん
な
い
事
業
、
ー
と
く
フ
ン
タ

1
キ
ソ
ヘ
利
用
が
行
わ
れ
て
い
7

守
亡
し
仁
つ
一
い
て
安
只
ム
パ
い

公
式
に
官
、
」
抗
争
中
し
1
4
て
、
こ
れ

い
て
同
記
i

ハ
月
に
は
公
共
投
、
片
山
協
会
に
よ
心
ス
ポ
ー
ツ
枚
、
片
山
凶
作
の
病
人
に
つ
い
て
も
異
談
合
中

〕
立
♂
よ
「
v
x
d
H会
は
、

Lt
の
椛
皮
こ
れ
ら
の
叩
ハ
設
に
ツ
ご
～
ド

f
ツ
政
府
に
浅
川
均
二
一
一
去
に
必
定
な
此
忙
殺
の
提
出
ι
ピ
パ
ヨ
め
だ
に
i
h女

員
会
は

さ
ら
に
協
和
を
urrパJ
〕た
r

ド
イ
ノ
政
府
は
、
ベ
一
弘
一
一
会
の
安
ぶ
に
そ
の
都
援
こ
た
2

三
工
v

こ
ろ
が
、

日
。
一
同
4i四
月
、

F

）
れ
ら
の
情
祁
は
長
閉
会
の
ふ
尚
一
月
間
｛
い
と
っ
て
な
れ
不
分
ξ
あ
っ
た
た
め
、
長
員
会
は
お
ら
た
め
ぐ
情
報
の
捉
出
を
求
め
、
川
守
一
（
リ
一



；井ι

、
R
h
 

月
に
ド
／
ソ
伎
町
か

ιJ青
祁
が
提
出
塁
れ
た
c

4
の
問
、
妥
只
会
に
は
、

i
J
ソ
の
ク

l
ゾ
ル
事
業
者
や
民
間
汝
込
卒
業
者

c、

斗＂＇

一ホ人民会
1
y
k
l
J

ノf
政
府
へ
遅
刻
1
y

川
の
代
去
〕

っLι
ーョぜよ、

〆

b
I：
ー

帯
雨
の
交
換
だ
け
で
な
く
、

オl

〈

JCT十J
ム
円
一
u
けの

巴J
 
ひフ

J
 4

 i
 
、／
 
B
 

〉6
 

戸

3

公
H
八
扶
川
」
仏
は
、
川
ド一、
吋口
、
波
／
 

か
ら
わ
れ
公
共
放
送
に
問
す
る
圭
一
誌
が
山
町
し
山
て
ら
れ
た
〈

ム
ミ
談
ご
は

v
f
ツ
政
府
庁
ら
、
校
、
店
州
制
心
協
ρ
ど
の
改

ι
↑
よ
っ
て
公
共
放
、
症
の
に
は
刊
を
H

具
体
化

F
る
な
ど
、
受
信
料
制
度
の

E
C条

FW法
人
口
紅
い
い
配
慮

ζ
ん
こ
と
が
明
ら
か
に
ミ

波
山
H

什
際
協
定
は
、

一ヘ

U
O
四
。
凶
月

円
施
引
に
第
ヒ
山
γ
ハポ〆
μ

に
よ
っ
て
、
公

共
及
川
止
の
t
h
t掃
を
明
文
化
ー
J

乙
く
に
文
ー
に
香
川
和
同
日
仇
u
d
Fバ
仙

ιγ
川
記
し
に
ほ
か

公
共
於
送
の
P
1
ン
タ

i

f

円
ソ
ト
利
用
に
つ
い
て
、
フ
庁

れ
ま
一
、
の

1
4

ニ
ν

し
二
J
介
濯
に
関
連
す
る
l

L
r

パ
ム
ノ
正
己
？
か
ら

、二
i
f

♂
て
を
削
除
し

制
限
を
一
的
作
い
’
工
／
C

ま
fこ

そ
の
任
務
を
巳
、
体
に
す
る
規
則
や
ガ

f
ド
弓
イ
ン
を
た
め
、
そ
れ
仁
杓
京
さ
れ
る
F

）
ζ

に
な
っ
九
ι

フ
｝ 

安
門
片
ム
れ
の
砦
f
札
L
内

L
M
肝

安
円
三
日
は
、

抗
告
定
的

μ副
所
に
お
い
工
、
受
信
料
が
五
家
一
環
幼
に
該
心
す
ふ
と
し
た
う
よ
ん
で
、

E
じ
長
約
八
六
条
項
に
す
ゐ
r
L
1
1化

の
守
能
生
を
T

小
一
む
し

前川
u
h
d

の
苅
り
、

ド
J

Y
政
庁
は
委
員
三
の
求
め
に
応
じ
て
繰
り
也
し
吉
報
を
柴
山
人
「
る
と
と
も
に
、
受
信
料

は
国
水
長
引
に
J
凶
中
l
什
一
ず
、
た
1

炉
て
え
寸
法
hvー
す
る
と
し
て
も
じ
当
化
が
り
能
で
あ
】
ゐ
と
主
張
し
て
去
と
が
、

る

f 

は
で
z
さ
な
か
っ
b
h

荒
川
コ
貝
ん
r
A

は

同
家
に
よ
り
つ
ん
は
国
家
九
日
人
ム
に
よ
り

ー
↑
え
ら
れ
た
ト

f
y）
安
刊
に
つ
い
て

受
信
い
炉
心
小
品
川
制
公
該

一NJ
4
4山
口
河
川

μrmμ
『
⑦
）

で
あ
り
、
そ
の
収
支
は
川
ぷ
に
よ
ノ
川
監
h

旧
日
仁
川
川
〆
て
お
り
、
そ
の
制
聞
か
刊
際
協
定
に
よ
っ
一

J
4
め
ら
一
れ
て
い
ゐ

こ
ζ

か
ら
、
交
情
料
は
当
該
妥
れ
を
渦
た
j

〆
一
ご
っ
宅
延
が
異
な
っ
て
い
ゐ
た
め
、
ワ

μ
イ
せ
ン
・
エ
レ
ク
ト
弓
判
リ
川
れ
に
よ
っ
一
ー
も

F

）のル
p
f
A
嗣
は
変
↓
児
三
一
れ
な
い
と
元
一
k
v
U
H
ム
パ
は
FqJえ
た
c



J
J
比
政
一
の
掛
川
げ
に
つ
い
て
は
、

ア
ル
？
マ
ル
ク

B
r
一
フ
ン
ス
判
決

t
J中
語
れ
た
市
川
つ
の
玉
、
体
的
中
片
品
汀
が
術
討
た
れ
よ
J

そ

L
1
、

－J
Z河
全
争
一
与
ス
ら
れ
る
県
ト
ザ
市
ヤ
引
が
説
争
的
甘
い
ふ
予
心
事
業
ヤ
刊
し
f

一
の
関
係
で
優
開
店
J
J
れ
る
こ
と
を
同
…
…
く
た
め
に
、
当
該
義
務
を
苅
う
却
す
川

を
必
殺

γ
る
た
め
の
久
代
主
の
殺
を
算
出
す
る
判
断
基
刊
を
、

あ
ら
カ
い
め
客
観
的
か
三
位
岐
に
誌
だ

ιな
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
、
っ
製

、

ー
と

④
般
的
経
凶
利
低
の
た
め
の
義
務
を
長
託
す
る
事
業
者
を
選
ぶ
深
に
は
、

比
故
可
能
な
事
業
者

ω費
用
分
析
え
千
か
か
り
1
p

二
＼
人
札
や
守
一
川
川
の
比
民
も
り
が
必
安
で
あ
る
と
の
安
件
が
、
ド
イ
ソ
mu
受
信
料
制
皮
仁
お
い
γ
よ
明
治
わ
一
九
恥
て
お
ら
j
、
受
信
料

に
上
ッ
て
公
共
吹
送
協
会
に
援
助
が
μ
ブ
え
ら
れ
て
い
る

c
判
捌
き
れ

J
7

項
f
h
ぷ
ゐ

d
以
↓
一
ル
仙
の
吋
民
性
に
つ

μ

て
一
品
4
L
J人
c

そ
の
際
に
は
、

の
通
達
と
欧
州
渋
判
所
の
判
例
を
ず
が
か
り
に
、
む
公
共
放
送
の
公
的
仔
務
山
口
明
時
な
｛
一
也
古
川
、
④
υ
ー
が
任
務
の
ポ
業
巧
へ
の
川
椛
な
妥

2
一

一ιと
，
げ
の
法
成
に
つ
い
J

と
り
外
z
市
か
ら
の
片
督
、

hgHハ
件
的
い
や
梓
の
山
l
d

例
町
ハ
則
こ
の
適
合
性
し
い
う
一
二
つ
の
裟
じ
い
が
子
が
か
り
と
さ
れ

不
H
H
U
Z
A
一
は
、
こ
れ

/_: 

ひ
っ
一
白

しh

r 
、～

た
n

？
）
の
う

ZJ

の
要
件
に
つ
い
亡
、
八
ム
宍
放
滋
の
公
的
正
務
は

RJ川
則
と
し
て
明
確
に
定
或
さ
れ
一
L

い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
不
ソ
ト
利

用
と
訴
し
い
＼
て
ン
ク
ル
許
程
に
お
円
る
公
共
放
送
の
治
ヲ
刊
行
叫
出
に
つ
い
オ
は
、

中
」
設
け
虻
じ
い
が

i
分
い
は
渦
た
う
れ
て
い
な
い
と
汗
似
さ

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

7
レ

一

J

i
f
 

岩
井
け
に
つ
い
て
も
、
ノ

J

タ

l
ネ
J

｝
利
用
と
デ
ジ
々
’
ル
番
机
℃
」
〈
に
ス
ポ

l
サ
番
制
）
と
の
民
係
で
、
八
ム
口
市
午
務
の

委
託

r
n
E
F
に
よ
る
孟
督
も
実
効
円
に
は
な
い
と
許
制
さ
れ
た
…
点
山
げ
の
比
例
原
川
引
い
つ
い
て
は
、

公
共
牧
民
協
会

M
M
J
μ
m
p
＼
、

f
u透
明
竹
指
令
カ
求
め
て
い
る
一
般
的
経
済
利
日
祉
を
有
す
る
業
務
の
通
信
と
、

そ
の
犯
の
丙
業
的
活
動
と
の
会
川
ぷ
J

離
が
れ
わ
れ
て

い
な
い
ご
ト
f

、，
i
会
社
と
の
引
政
ト
の
悶
係
が
不
夜
明
で
あ
）
ム
ゼ
一
と
な
と
か
ら
、
受
信
芹
が
公
出

の
み
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
j

ア
U
1
P
が
川
川
北
川
で
ほ
な

ν
こ
と
、
パ
公
共
次
、
巴
の
了
会
い
い
に
よ
る
閥
烹
的
J
J
助
ー
い
っ

v
て
、
市
場
に
お
け
ノ
川
脱
宇
を
読
め
な
い
た
め

の
別
総
で
拘
阿
久
的

そ
れ
に
つ
い
て
の
昼

5
が
欠
け
て
い
る
こ
と
、
交
信
料
に
J
る
ス
ポ
ー

y
吹
き
博
引
納
入
カ
＼

高
品
開
化
ノ
ー
も
た
ら

v

、
ぃ
川
場
に
お
け
る
競
争
を
歪
め
て
い
る
可
詑
性
を
否
～

ν
き
れ
な
い
い
三
し
な
エ
一
ー
が
い
舟
怖
さ
れ

f
r

（仮ノ＜iP{JoG i：、 l？）フ出以内G,7: 
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チ久
M
M会
は
、
也
の
切
開
1
3－
に
お
け
る
公
江
ハ
汝
涯
の
財
源
に
演
じ
1
競
争
総
乃
が
一
が
し
て
さ
た
ず
川
原
則
い
照
ら
し
て
、

E
C
h条
川
乱
通
に

の
疑
U
h
r
一P
仏
拭
ず
る
ι
た
め
に
は
、

、
ノ
ソ
に
お
い
と
次
の
よ
下
つ
な
措
起
が
奇
じ
ら
れ
る
べ
き
C
あ
る
と
指
崩
し

c、

斗＂＇

ン
タ
1
ネ
ッ
ー
に
よ
る
析
し
い
い
1
1
ビ
ス
マ
デ
ン
タ
ル
市
組
に
つ
い
て
、
公
共
放
送
協
会
の
公
的
任
務
を
ミ
ら
い
一
具
体
化
仁
、

一
般
的
終
涜
利
討
を
有
す
る
業
務
的

は

γ
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
そ
こ
か
ら
絵
外
す
る
ν

（
と
く
に
イ
ン
タ
ー
人
l

ゾ
ト
刊
川
市
L
じ
ア
ン
グ
ル
香
組
に
関
ャ
J

て）

一
色
廿
ハ
放
渋
へ
の
委
託
を
川
政
に

ν
、
そ
の
足
以
に
つ
＼
／
、
的
事

後
的
配
w
れ
「
を
遮
切
に
行
、
ノ
r

ふ
般
的
UM3r利／ハ
Uを
古
nJqr
る
業
務
の
逗
営
（
凶
ι

一
が
財
源
鵠
保
に
悶
守
す
る
も
の
J）

（
ぃ
川
場
原
坦
に
】
ホ
ヲ
引

へ
そ
れ
以
外
の
辺
助

一へ〉
J
G
J
o
m
w））

ゃ
ド
別
九
透
明
性
指
令
に
従
っ
て
当
否
の
会
計
を
分
総
ず
る
。

必
公
共
リ
収
送
協
会
の
純
衿
に
宥
業
的
な
活
動
が
、

い
か
な
る
万
法
に
よ
コ
と
も

つ
全
信
利
は
も
？
と
よ
一
川
、
税
制
上
の
特
別
以
い
に
と

る
優
遇
に
よ
っ
て
も
）
、
川
添
に
ふ
る
絞
功
き
叫
ん
け
な
い
よ
う
に
す
べ

」
れ
に
は
、
公
目
、
枚
込
協
会
の
ル
ヘ
湖
が
公
的
行
ー
務
の
涜
は
い

し
ら
っ
亡
必
反
れ
は
制
収
度
を
い
担
え
な
い
戸
工
一
一
を
保
障
す
る
た
め
の
泊
置
、
す
な
わ
ち
、
活
切
な
事
絞
り
お
取
昔
、
も
合
ま
れ
る
n

沼
ア
ホ
ド
よ
る

対
派
の
保
障
は

一
舵
的
経
叫
同
月
ぃ
訴
者
一
一

1
2
る
業
務
の
速
い
す
け
の
封
、
坊
に
限
ど
語
れ
な
け
れ
ば
な
ら
仕
い
υ

③
透
明
υ
＆
措
置
に
よ
り

川
仇
送
協
ム
以
が
そ
の
凶
柴
崎
一
…
旧
効
に
つ
い
一
丸
市
場
原
珂
に
ゲ
一
い
行
動
す
る
よ
、
っ
侍
保
す
る
ト
主
」

③
公
i
ハ
汝
送
協
会
ー
と
丙
楽
的
に
吋
出
動
す
る
rJ人
云
祉
の
針
以
前
一
で
の
向
山
口
町
を
透
明
化
、
し
、

h
ぬ
原
理
に
対
必
さ
せ
る
、
公
共
投
、
民
協
会

が
了
八
五
紅
へ
台
、
ふ
取
を
桜
山
川
、
J

、
公
共
投
、
陥
カ
子
会
社
の
反
u
川
や
や

l
ピ
ス
を
講
人
す
み
均
む
に
も
、
市
場
γ
p
m
m
f
h

従
う
公
正
ハ
校
、
店
協

ヘ
ム
の
商
業
的
手
出
動
は
市
埼
ド
一
友
好
的
に
行
つ
U

｝
れ
に
コ
い
て
も
定
刻
的
な
監
江
H
J
γ

パ
久
す
る
U

安
只
ム
μ
に凶（
LZ訊
守
川
｝
L
M
τ

、h
k
y

「
巾
ヂ
J

で
の
い
v
p
H
I
は
、
こ
の
判
定
的
見
附
を
、

ド
イ
ノ
枚
v
己
制
度
の
人
寸
品
川
小
心
山
内
を
定
め
る
成

呆
で
あ
る
と
日
制

τ
f
c

公
共
政
，
J

川
に
よ
る

f
ン
々
、
不
ノ
ト
利
い
い
の
拡
大
会
批
判
1

〆
て
え
た
ド
イ
ノ
の
新
聞
界
も
暫
定
的
見
解
キ
紋

／目立i、法＇tiS6 （ヲ？OJ 、おヌ〔！iJC.7 J 



迎
し
た
。
こ
れ
い
対
し
て
、

A
R
D
Z
D
F
は
、
透
府
民
μ十
確
保
の
た
め
に
努
心
す
る
用
立
が
あ
る
こ
l

全
店
明
ら
か
に
し
た
が
、
何
時

へ
の
が
L

出
を
委
長
八
百
九
し
求
め
た
d

に、

γ山
法
に
よ
っ
て
保
w号
、
れ
た
荒
川
温
p

一
律
性

一
ホ
人
民
会
の
宮
山
ト
ドd
見
解
川
品
、
前
述
し
た
叩
】
H
M
六
ー
す
ャ
／
九
九
日
J

一
七
条
一
墳
に
基
j

いて一一小

5
れ
た
も
の
ご
予
心
。
日
出
に
よ
れ
ば
、

委
員
会
の
や
定
的
見
付
町

て
ぐ
イ
ツ
政
府
に
も
は
惇
吉
夫
別
寸

ら
れ
る
い
そ
の
籾
限
は
原
則
と
し
て

ケ
同
ー
し
｝

J
L

め
ら
札
て
い
る
が
、

j主
lit 
見

解f♂ 
' 
,v, 

め

連
邦
he ~z 

府
；十

に

＼ 

C

F
〉

升
民
的
r

v
f
Fノ
で
止
渋
川
品
格
的
…
が
汗
に
あ
り
、

比
三
一
協
会
に
よ
る
〈
H
台
以
泌
が
必
更
に
λ

ぼ
る
こ
こ
を
配
府
し
て
、

吾
川
川
会
は
一
う
円
の

3 

ド
f
ツ
政
府
の
回
答

ド
イ
ソ
政
相
は
、

可〕

（1
0
h
介
h
江
六
E
、
不
可
h
H会
に
河
答
を
送
付
し
ん
。
ド
イ
ソ
政
相
は
、
一
）
の
叫
答
に
よ
ワ
亡
、
委
口
ム
ム
の
時
間

定
的
ト
J
M
貯
が

刊
一
状
に
つ
い
r

、
の
小
十
分
な
ば

ι同
点
、
夜
う
た

J

、
、
己
二
｝
一

し

し

J

f

浦
町
江
流
明
仁
よ
っ
て
訳
解
J
U
A
U

刑

？
1
J
L
L
試
み
る
h
M何
時
に

ド
イ
ソ
の
受
ぶ
料
山
川
皮
が
と

C
条
約
八
七
粂
一
項
幻
自
味
に
お
け
る
「
川
家
援
坊
の
情
成
要
れ
に
該
斗
じ
な

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

い
と
、
民

L
た
り
主
介
一
、
出
火
ι法
駄
に
説
J

川
！
し
な
い
と
い
っ
主
張
と
は
引
に
、
公
民
会
に
よ
る
審
告
が
終
了
「
る
こ
と
や
照
代

L

t

委
員
ム
円
か
ら
提
案
さ
れ
た
掛
聞
に
つ
弘
、
ん
，
J
t
の
汁
応
策
し
恒
仁
一
た
｝
な
げ
な
ら
、
出
家
々
法
則
該
市
町
i
生
い
つ
い
て
の
委
員
ム
ピ
一
バ
ノ
ソ

政
引
の
い
ん
リ
カ
制
一
山
九
九
れ
な
い
湯
舟
に
も
、
ド
ノ
ソ
が
安
ハ
戸
一
九
λ

の
提
案
し
た
只
体
的
知
＃
仰
を
講
ヒ
ミ
一
之
【
一
れ
ば
、
受
信
料
制
度
か
川
J

本

援
助
L
k
v
r
L
E
C
条
約
ド
一
定
反
す
る
と
の
結
論
は
少
な
く
と
も
同
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
り
で
あ
7
心
v

k
f
y
政
府
は
吃
信
料
の
国
家
殺
助
該
山
！
性
に
関
連
〆
て
次
め
よ
う
に

irμ

①
国
家
同
官
財
に
閲
す
る
規
定
は
、

rし
じ
条
約
一
（
ハ
）
条
の
誠
UL協
h
M
義
務
を
F
J帽
に
人
れ
て
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
六
甲
ヲ
円

が
委
員
余
の
見
市
か
ら
は

：
の
義
務
が
？
？
分
に
考
借
問
さ
れ
た
乙
は
認
め
ら
れ
た
い
c

か
混
同
f
け
で
会
く

の
院
だ
は

（仮ノ＜iP{JoG （；、 21）フS7以内G,7: 

巨

（ 



；井ι

花
川
崎
m
k
に
も
切
符
ほ
レ
y

の
町
内
係
で
誠
実
協
わ
義
務
を
必
ず
り

ご
こ
七
L
t
h

存
畑
山
行
慢
の
際
の
配
さ
に
一
刀
か

ド
J

ツ
政
府
に
よ
れ
ば
、

わ
り

け
川
県
刊
に
は

実
民
的
笠
合
吟

レ一
K
な
お

一
つ
の
原
鴨
川
を

Jq

J

ツ
的
な
一
「
い
同
L
P

c、

斗＂＇

さ
山
ヲ
こ
と
が
で
主
る

そ
れ
に
よ
る
し
ぺ
第
今
に
、
共
け
仏
ハ
の
機
肢
は
、
た
と
え
加
盟
問
の
岩
訟
の
「
べ
て
の
坦
山
で
は
な
い
ー
に

し
ず
も
、
名
ほ
の
机
i
A
中
原
珂
を
尊
重

υ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
J

第

一h
h

、
権
限
の
梓
い
手
町
間
引
百
牛
ぶ
九
い
yrf止
を
解
決
dJ
る
た
め
の

枝川町一工

υ

て
、
あ
る
鮮
市
民
策
が

一
方
的
存
肢
の
折
v

ず
に
に
る
権
限
訂
ル
院
を
。
叫
ん
！

｛
旬
る
ご
〉
凶
明
治
さ
札
在
、
ペ
ド
イ

y
受
信
料

の
国
友
俊
助
者
ょ
合
に
下
γ
二
＼

4
1
古川
H
ム
ロ
州
、
お
一
の
原
明
日
に
主
つ
v

一
以
が
川
阿
倍
す
ん
放
送
の
国
一
ぶ
か
ら
の
白

ト
イ
ソ

け
の
羊
J

川
王
を
安
説
さ
れ
る

の
原
型
は

の
任
務
の
解
釈
に
と
J

て
な
味
が
あ
る

か
り
に
公
共
欣
，
t
一
の
任
務

ト
4
v
J
J

コ
υ
川討

千
三
民
間
版
ヌ
に
市
っ
て
促
供
さ
れ
な
い
…
芳
和
に
阪
，
ぷ
ー
す
る
な
ら
、
軍
法
卜
の
理
山
か
ら
、
公
共
投
v
仏
と
比
一
州
政
き
が
一
口
一
前
古
川
州

の
な
か
で
枚
J
止
を
わ
、

2
Z手
一
前
一
同
況
と
し
て
い
る
ド
4
i

ノ
の
並
存
体
制
の
科
後
は
笑
わ
れ
て
し
ま
う
J

f

沢
民
放
を
は
、
円
九
弘
前
的
な
出
場

市
4
引
に
さ
り
さ
れ
な
い
F

）

ζ

に
よ
っ
て
、

r
工
に
し
て
一
寸
』
市
の
質
を
追
求
」
ヲ
ム
ザ
こ
と
が
で
さ
る

L
E
仁
糸
約

の一仏不は

～
、
の
立
存
体
制

の
特
徴
チ
一
特
主

γ
る
こ
と
を
要
話
す
る
。
か
一
」
ろ
が
、
委
員
会
の
見
解
は
、
放
滋
の
U
A
一
家
か
ら
刀
打
出
と
ド
イ
ツ
の
杓
存
体
山
仙
の
特
徴

の
と
品
、
h
も
肯
ヲ
巾

L
ご
い
な
い
r

①
公
リ
ハ
ば
送
の
対
決
を

E
C条
約
の
競
争
以
LV想
定
を
手
が
か
、
り
に
審
査
す
る
際
に
も
、
委
員
会
競
争
松
戸
川
は
、
ア
ム
ス
テ
凡
ダ
ム

条
J
山
刊
の

山
守
口
を
考
療
に
入
れ
て
、

加
盟
川
に
留
保
さ
れ
た
一
九
日
立
、
放
送
の
針
漂
に
院
す
る
権
限
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

送
設
定
主
け
は
、

手
、
目
会
の
凶
一
ぷ
綬
助
容
A
V
に
吟
J
J
1

E
C条
約
八
七
条
と
一
八
六
条
ニ
ポ
ー

γ九
し
て
第
一
次
氏
上
の
制
約
規
定
？
と
2
U
T
h
v
d

t
u条
約
ー
え
が
一
忠
仁
規
定
さ
れ
た
愉
立
や
涼
則
や
些
詰
以
！
の
も
の
で
あ
る

凶
以
送
該
｛
巳
古
に

k
？
と
甘
査
権
阪
の
限
定
は
、

加
盟
｜主｜

は、

21u
見
形
成
の
雫
一
民
2
1
2誌
に
配
崩
し
て
も
日
凶
の
公
共
及
、
み
の
任
務
を
ど
め
る
航
時
凶
の
権
限
ふ
備
保
す
る
た
め
に

に
つ
い
て
合
意
〆
た
マ
公
共
欣
送
の
仔
務
の
財
源
で
あ
る
ド
イ
ソ
交
一
h
刊
は
、

’
疋
主
？
に
成
｛
心
さ
れ
た
つ
の
茎
刊
を
満
た
ニ
、
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い
る
J

公
共
放
民
一
の
公
法
一
の
任
一
持
は
、
八
三
ハ
放
送
協
会
に
委
託
先
れ

れ
、
辻
ゲ
止
さ
れ
J
K
討
り

財古』吋は

つ
仁
火
力
一

c
r
』
4
L
1

事
仕
J
G
F

る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
ん
け
体
に
お
け
る
貿
易
と
抗
予
の
条
件
を
宍
涯
の
利
低
に
比
す
る
ほ
〉

と
い
え
る
よ
、
つ
な

根
拠
は
み
い
疋
什
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
、
必
に
お
い
て
、
公
共
汝
込
の
羽
泌
を
伏
ー
元
t
る
加
盟
国
の
惇
限
が
、
委
員
会
内
一
国
家
殺
助
者

査
に
よ
っ

C
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
引
去
れ
な
い

川

vu公
引
ハ
波
、
症
の
別
判
仰
い
と
L

て

E
C
条
約
八
七
条
の
同
家
殺
助
に
該
当
、
J

な
い
｝
丸
山
ふ
ぜ
と
り
、
受
信
材
料
三
視
聴
者
か
ら

2
4
？
！
：
、
コ
｝

β
7
U
4
c
j才一、

tbi

教
送
協
会
に
可
訴
す
っ
川
ケ
」
公
的
任
務
を
米
に
す

凶
家
の
資
金
か
ら
山
山
一
二
い
る
も
の
で
は
な
い
し

市
の
／
作
只
人
；
げ
は

二
人
ソ

J
L
l
」

コ

コ

L

、

f
u
α
1
J
I
u
－

－

u
F
J／
 

ま
た
、
た
ζ

、7
受
信
料
が
国
家
援
助
に
あ
た
る
と
L

C
も
、
公
共

一
戸
山
川
州
！
と
な
ゐ
余
地
は
な
い
か
ら
ξ
あ
る

政
送
の
乏
一
い
村
刊
は

E
C
条
約
八
ハ
条

項
に
ど
め
ら
れ
た
一
般
的
計
済
利
心
を
£
す
る
業
務
の
運
営
の
た
め
の
財
源
で
あ
わ
け
、
共
同

川
場
？
乙
向
い
す
る

ド
イ
ツ
政
宥
は
、
上
記
の
よ
ペ
ト
ド
受
伝
利
の
川
家
援
劫
該
当
初
安
一
公
定
L
什
つ
も
、
委
員
九
討
の
判
定
的
伝
印
刷
の

に
巡
っ
た
一
辺

の
対
応
策
を
誌
、
ン
F
Q
準
備
が
あ
る
戸
工
一
一
を
不
L
た
n

F

）
の
た
め
、

ドfノJ乏「日和有JI女心 Eじ条約

い
て
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検
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什
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携
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句
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＼
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仁
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の
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岡
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仁
は
、
会
口
会
こ
の
父
波
を
通
じ
て
阿
川
一
援

助
会
正
当
’
K

、
政
治
的
に
問
題
を
い
解
渋
す
る
進
＝
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受
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と
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と
い
る
論
者
か
ら
ち
、
政
治
的
制
決
を
ヨ
掃
す
べ
き
だ
と
ユ
ヲ
ム
ヱ
レ
九
鱗
が
明
ら
か
に
さ
れ
一
L

い

安
円
三
日
は

公
共
放
送

－
J

J

一L

d

し
一

E
C
条
約
に
迫
反
じ
な

ハ
ノ
コ
年
万
一
六
け

プ一
y
ン
ス

い
と
の
決
定
本
ト
L
た
c

と
だ
し
、
安
打
H
ム
刊
は
、
公
斗
八
日
紋
送
に
必
科
な
山
川
孜
支
援
を
し
な
い
た
め
の
対
策
合
一
品
じ
る
こ
と
を
ソ

7
J
マ

ば
仰
に
申
氏
、
唱
し
た
ι

こ
れ
に
よ
り
、

一ιμ

委
員
会

ロ
ー
ザ
ヘ

l
v
t

民

｝

ノ

j

ス
ベ
J

ン
」
対
し
て
も
類
似
の
決
定
子
卜

一C
ひ
一
』
で
つ
月
に
ふ
プ
タ
リ
ア
、

委
員
会
は

一
つ
り
同
h

i

月

勺
：
し
二
千
；
J

1

一

L
j

：t
i

デ
ン
マ
ー
ク
の
公
共
佐
治
T
V
2
にい付
L
過
剰
に
な
さ
れ
た
財
政
絞
助
長
返
還
士
二
心
土
う
命
じ
た
…

」
心
他
、
委
員
会
は

円

ベ
ル
り
ン
山
と
プ
J

ノ
ン
デ
、
J

プ
ル
ア
什
を
管
ム
押
す
る
公
開
放
送
慌
背
後
悶

一ハ
J
0
1
ι
r

（

y
r
L
4
2
5
v
z
r
h
f一ヨ一昨，
PUF一3
一
己
売
、
以

F
ご
は

1
M
A
B
H
U
暗
記
）

に
よ
る
ず
ジ
タ
ル
ル
一
の
た
め
の
助
成
を

ι亡
条
約

に
違
反
す
る
門
家
援
助
で
あ
る
と
し
て
も
助
成
を
交
け
ん
民
河
放
送
事
実
考
に
助
戎
町
仰
の
散
の
返
還
を
命
じ
る
決
心
を
ト
し



h
j

市カペ～
Z

G
I
E
－
 

地
主
山
の
デ
ン
タ
ル
化
ず
促
進
す
る
と
め
民
間
放
次
半
業
主
に
守
え
り
れ
た
が
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ソ
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／
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ド
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を
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が

E
を
通
1
J

て
い
な
い
の

小沢

で
は
な
い
か
と
い
う
ス
鮮
の
念
丸

λ
生
t
れ
た
と
い
、
っ
。
一
ハ
J
O
六
1
阿
見
、
ド
イ
ツ
政
利
は
、
汁
山
口
寸
定
の
対
応
試
を
講
乙
る
こ

に
や
条
刊
に
、
交
付
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伐
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什
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ノ
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検
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と
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仁
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＼
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、
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携
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入
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